令和元年度第３回浜松市博物館協議会会議録
１　開催日時
令和2年2月18日（火）午後１時30分から午後3時00分
２　会　　場
浜松市博物館　2階会議室

３　出席状況
（出席委員　7人）（欠席委員　1人）
（委　員）　小針 由紀隆　平野　吾郎　中山　正典　西田 かほる　杉山 岳弘　安池　真美
　山岡　泰明（欠席：矢野　敏子）
　　（事務局）　寺田文化振興担当部長
久米博物館長　久野専門監　河西博物館運営Ｇ長　佐野学芸Ｇ長
４　傍聴者　　　0人（一般：0人、記者：0人）
５　議事内容　（１）平成30年度博物館事業評価について（まとめ）
　　　　　　　（２）令和2年度博物館事業予定について
６　会議録作成者　　博物館運営Ｇ　河西
７　記録の方法　　　発言者の要点記録　　録音　無
１　開会
あいさつ（寺田文化振興担当部長）

２　議事　
（１）平成30年度博物館事業評価について

事務局
資料にもとづき説明
小針会長　基本的にはすべての博物館活動がこのミッションに基づくものとなっている。戦略指標の1～6までと、アンケートから見えてきたものなどから、皆さんのご意見、ご感想などを伺いたい。前回、広報の仕方にSNSの活用の話があり、利用者アンケート結果からも課題があげられているが、杉山委員の感じるところは？
杉山委員　時代によって情報源は変わってくる。アンケートは結果なので、増えているからどうか、減っているからどうかというよりも、今後インターネットを情報源として増やしていくという考え方の方がよい。効果ではなく、むしろインターネットを戦略的に増やしていって、アンケートとして結果が出るという形としていくべきである。
小針会長　情報源については、展覧会などの広報活動を展開する際、新聞・テレビ・ラジオなどのマスメディアを活用するが、他方で駅など人が集まるところにポスター・チラシを掲出するなど交通広告などは確かに効果がある。ただし、浜松駅のコンコースに静岡市美術館のポスターが貼られているが、浜松駅を利用しない人の目には留まらないというように、今は紙媒体に頼るよりもインターネットを活用したSNSの方が、拡がり方も速いし、経費も掛からない。ポスター・チラシは経費が掛かるし、マスメディアは掲載料も高いため、大きな流れとしては、紙から電子媒体へ移っていくのだと思う。安池委員は如何か？
安池委員　同意見である。SNSでの企画説明は、固い感じの説明ではなくて、博物館のスタッフの生の声や、例えばキャラクターが喋っているような自由な形で、Twitter等で、まめに「オモシロ情報」のようなものを発信していくと良いと思う。
小針会長　言葉の選択の問題と、画像をうまく使っていかないと、今の若い方は長い文章であると読んでくれない。
安池委員　固い言葉が並んでいると、展示の名前しか見ないようになる。博物館職員の生の声が聞けると面白いと思う。

小針会長　西田委員は如何か？

西田委員　チラシを見ても、もう一度ホームページで検索して確認している。インターネットは有効であると思う。

小針会長　平野委員は如何か？

平野委員　蜆塚・伊場遺跡の再評価とあるが、具体的にはどのような計画か？
事務局　　来年度から蜆塚遺跡・伊場遺跡の再生プロジェクトが始まる。蜆塚遺跡の保存活用計画を策定するなかで、60年前の発掘調査とのギャップがあるため、現在は貝塚の科学分析をしたり、縄文時代後期の土器も再評価されていることから、それぞれの分野のワーキンググループをつくって、蜆塚遺跡の再評価を行い、その結果をもとに整備計画を立てていくことになる。この博物館の展示の核となっている蜆塚遺跡を再評価することにともなって、博物館の展示についても考えていく計画である。現在の蜆塚遺跡は全体の20％しか発掘されておらず、60年前の検証結果と変わってくる可能性があり、発掘、調査研究をし、その結果をもとに、今後の蜆塚遺跡の整備計画を作り上げていく予定である。
小針会長　未発掘の80％はこれからになるのか？

事務局　　これからになる。文化庁の課題としては、遺跡としてどう再構築していくかが課題となっており、今回の蜆塚遺跡が再構築のモデルケースになる。
平野委員　半世紀以上たって、縄文時代の各分野の研究も進んでおり、再調査、再整備も当然必要であると思う。登呂遺跡は、整備以前は街中で緑が多くあったものが、伐採により裸になり、これで良いのかという印象もあったが、それはそれでリニューアルしたという感じはあった。伊場遺跡については、竪穴住居址などの復元があるだけで、博物館に来ても伊場遺跡を覗いて行こうという気にならない。来た方がまずそこを覗いて行こうという雰囲気になる整備を考えて欲しい。
小針会長　発掘のタイムスケジュールは見えているのか？
事務局　　保存活用計画の中で令和2、3年にかけてスケジュールも固めていく。作り上げたものを、文化庁へ申請する。博物館の改修も含め10年くらいのスパンになると予測しているが、しっかりと計画を立て、スケジュールを固めて博物館の改修まで実施していく。

小針会長　蜆塚遺跡の発掘が20％しかしていなかったとは驚きである。遺跡と博物館の再整備が不可分の関係にあると考えているのか？
事務局　　浜松市の大きなプロジェクトのひとつにあがっている。蜆塚遺跡の保存活用計画策定については、2月議会を経て、大きくスタートしていく。
山岡委員　今は子供も携帯電話を持っているため、インターネットの情報源として、SNSから博物館の情報を得ることもあると思う。博物館で配布するチラシの片隅にＱＲコードが付けられれば、博物館のホームページへ直接飛ぶこともできる。また、ホームページは、取り込みやすい内容になっていると、より子供たちが色々なイベントの情報を得たりすることに繋がると思う。
事務局　　現在作成のチラシにも「浜松市博物館」で検索を促す表記はあるが、ＱＲコードは入っていないため、参考にしたい。
中山委員　情報源について、杉山委員から数字では無いとの意見に同感であるが、SNSで情報を得ることが、高齢者でも常識というような社会情勢になってきている。アンケートの結果を見ると、新聞は激減しており、チラシは倍増、インターネットはそこそこという5年間の推移であるが、アンケートはあくまでも結果であると思う。博物館としてどこに情報発信の重点を置くのか？
事務局　　市長のデジタルファースト宣言において、ＡＩ・デジタルデータを優先していく方針となっており、「広報はままつ」も近日中には、リニューアルされる予定である。若者向けのイベントについては、出来る限り紙媒体でなく、電子媒体で行う方針であることからも、博物館としても、インターネットやＳＮＳを強化していかなければならないと意識している。出来るだけ親しみやすい言葉を使って広報していこうと思う。
小針会長　遺跡の発掘、博物館の再整備が10年間くらいの長いスパンになるとのことだが、博物館の職員、組織体制も変化していくと思うが、ＳＮＳが進んでいって止まらなくなると、博物館職員の仕事の仕方も変化すると思う。起案・回覧・決裁で時間がかかるが、ＳＮＳでは、即日に情報を出さなければならないため、そうした流れができなくなる。いくつかの仕事のひとつとしてＳＮＳの仕事をするのは難しくなるため、専属の職員を1、2人用意しておかないといけない時代になって行くと思う。
（２）令和2年度博物館事業予定について

事務局
資料にもとづき説明
杉山委員　ボランティア講座を毎月1回にしてパワーアップするということだが、その内容は？
事務局　　今までは職員が主に講師となって実施していたが、それにプラスして、今年度予定しているが、例えば「旧高山家住宅」に住んでいた方から、村櫛にあったときは、どのように使っていたかをお話しいただくとか、街の職人さんに色々とお話を伺うなど様々な分野の市民の方に講師になって頂いて、ボランティアの方の教養や、博物館ボランティアとしての活躍の援助となるような講座を進めていく予定である。
杉山委員　ガイドボランティアについて、先日、京都を6ヵ所くらい回ったが、ガイドツアーが組織化されており、20分程度で構成されていて、定期的にあるため、待ち時間も無く充実した解説が聞けた。人員的に難しいかも知れないが、15分なら15分と決めて、プログラムをいくつか用意して、定期的にできるようになれば、良いと思う。
安池委員　可能かどうか分からないが、テーマ展について、ポスターを見て、内容も面白そうだなと思って来てみると、一番奥の部屋に展示があるため、博物館へ入ったところから、今これをやっていると分かるように、廊下に誘導するものを作っていくと良いと思う。
事務局　　展示物によっては、部屋から出せないものもあるが、入ったところにケースを持ってきて展示することが可能な物もあり、干支展や郷土玩具などでは、象徴的なものを置いたりしてはいるが、今後はもう少し力を入れていくようにしたい。

小針会長　どこまで強調したらよいかという問題もある。主催者側で強調したいポイントもあるが、自由に観覧した方が良いという意見もあるため、どちらが良いのか言い難いところはあるが、見逃して帰られてしまうのは、もったいないため、自然に目に入るようにした方が良い。

杉山委員　アンケートの自由記述について、大学でよくやる方法は、満足度と自由記述を同じ行にして、満足度順（不満→満足）に並べ、課題を挙げて、下に行くほど満足度が上がっていくような見せ方をしており、その方が見やすいと思う。
小針会長　アンケートで気になった中に、「障害者手帳を提示したが、半額で無料でなかった。公共施設ではありえない。」と強い口調で書かれているものがあるが、文化施設では、障害者手帳所持者と付き添いの方1名は無料であることが多いがどうか？
事務局　　常設展は、障害者手帳所持者と付き添いの方1名は無料としているが、アンケートの方がいらした際は、特別展の開会期間中であったため、半額としていた。
小針会長　特別展で有料なのは、一般的なのか？
事務局　　美術館は企画展まで無料であったと思うので、調整させていただきたい。
山岡委員　先週、県のＰＴＡ大会が磐田で開催されたが、5年に一度浜松に回ってきていて、来年度は2月にアクトシティ浜松で開催となる。磐田大会の際に、磐田の歴史とか文化のイベント等の紹介チラシが参加者に配られており、参加者から行ってみようかとの声も聞かれたので、浜松開催でも浜松の歴史・文化をＰＲできる機会になるのではと思う。何かあれば、市ＰＴＡ連合会としても協力できる。
平野委員　博物館2階の廊下にフィルムが置いてあるが、そのままにしておくと、劣化してしまう。特にカラーのスライドは退色が進んでしまう。保管については、専用の施設に置くのが、博物館の役割であると思う。施設改修には時間がかかるとは思うが、待てない資料もあるため、考えて頂きたい。また、前回も触れたが、向坂氏（博物館初代館長）が寄贈された本を公開できるシステムを考えていただきたい。図書館には無い本や、県内でも他では読めない本もある。掛川市は、田辺先生の寄贈本を公開している。探しても無いような本が出てくることがあり、地方都市の図書館にあるものは、公開しておくのが良い。向坂氏が一生をかけて集めた本であるため、公開してアピールできるようになると良いと思う。
小針会長　本の整理と公開については、自分たちが研究する目的だけでなく、よその人が調べたい、研究したいときに、すぐに提供できる体制を作っておくとベストだと思う。フィルムが収蔵庫等に保管されていないとなると厳しい状況である。白黒の方が耐久性があり、カラーの方が弱いため、例えば、東京写真美術館では、カラー専用の収蔵庫があり、温湿度設定が白黒と違ったりする。カラーは温度18℃で湿度45％の24時間空調かけている。そこまでしないと、文化財・美術品を守れない。今すぐにという訳にはいかないかも知れないが、検討いただきたい。
事務局　　収蔵庫のキャパシティの問題もあるが、喫緊に保管を要するものに関しては、考えていきたい。蜆塚遺跡、伊場遺跡とデジタル化へ移行を進めている。蜆塚のポジフィルムについては、デジタル化が終わっており、引き続き伊場遺跡に着手している。
平野委員　デジタル化は進めなければならないと思うが、奈良文化財研究所（以下奈文研）でも、デジタル化を進めたが、フィルムも残している。今でも発掘写真と警察の証拠写真だけは、フィルムで行っている。デジタルカメラで撮っただけでは残らない。奈文研から都道府県・市町村へ、その旨の指導をされていると思うが、変更されたか？
事務局　　基本的には変わっていないと思う。浜松市の発掘調査は現在、引佐の地域遺産センターへ移ったが、今でも原則論で行っている。近い将来、デジタル化を進めていきながら、フィルムについては、文化財課の方でも進めているため、合体していく予定である。
小針会長　博物館だけですべてやるのは、無理があると思う。
平野委員　大半は埋文センター（地域遺産センター）へ移っているとは思うが。

事務局　　地域遺産センターの環境を整え次第、廊下の棚のフィルムについては、移管する予定でいる。
小針会長　話し合いながら進めて行って欲しい。
小針会長
これまでの内容について事務局で議事録を作成することでよろしいか？

　　　　　
～異議なし～

（３）閉会

小針会長　以上をもって協議会を終了する。
会議録署名人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
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